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１３０周年記念児童集会から記念式典へ！ 

校長 髙嵜 浩三 

さわやかな秋晴れの下、運動会を実施することができました。インフルエンザによる学級閉鎖や残暑の厳

しさなどの影響で、計画通りに練習を進めることができずに心配しましたが、何とか無事に運動会を終える

ことができました。当日までのお子さんの健康管理等、ご協力いただきありがとうございます。また、当日

はたくさんの保護者の皆様にお集まりいただき、子どもたちをたくさん応援していただきました。本当にあ

りがとうございました。当日できなかった大玉送りも後日に全校集まって実施することができました。運動

会当日に負けないくらい盛り上がったことを報告させていただきます。 

運動会の後、１０月２３日月曜日に１３０周年記念集会を開催しました。周年委員会の児童によるクイズ

大会では、二小に関するクイズを全部で 15問出題しました。１５問全問正解した児童は、二小マスターと

して紹介され、全校児童から拍手をもらいました。二小音頭は、創立９０周年の年に作られて、今まで引き

継がれてきた二小伝統の踊りです。コロナ禍の影響もあり全校で踊るのは４年ぶりになります。二小音頭保

存会の皆さんから教わった踊りを、６年生が休み時間や朝の時間を全校児童に教えて準備をしました。当日

は、全校児童が輪になって、踊りました。あや棒をもって楽しそうに踊る子どもたちだけでなく、二小音頭

保存会の皆さんや保護者の皆さんも輪に入って一緒に踊りました。踊りを覚えている卒業生の保護者もいて、

あらためて伝統を感じたところです。最後のバルーンリリースでは、青い空にカラフルな風船が一斉に舞い

上がる様子がとてもきれいでした。朝からたくさんの地域の方々、ボランティアの保護者の皆さんが風船に

ガスを入れて準備をして下さいました。一人一つ思いを込めて飛ばした風船をいつまでも見送っている子ど

もたちの姿が印象に残りました。最後になりましたが、青少対、交通対、二小音頭保存会をはじめとする地

域の皆様、ボランティアに参加していただいた PTAの皆様、本当にありがとうございました。おかげさま

で、子どもたちにとっても思い出に残る、素敵な児童集会になりました。 

１１月１７日金曜日には、創立１３０周年記念式典が開催されます。第一部では、三鷹市の市長である河

村孝様をはじめにたくさんの来賓の方々が、二小の１３０周年を祝いに集まってくださいます。式典には、

児童を代表して６年生が参加します。第二部では、オペラ歌手の村松恒矢さん、ピアニストの田村緑さんを

迎え、１３０周年をお祝いするミニコンサートを開きます。その他にも、全校児童のために、記念誌やお祝

いのプレゼントが用意されています。当日に、自宅に持ち帰りますので、保護者の皆さんも楽しみにお待ち

ください。 

当日は、たくさんのお客様をお迎えするために、受付や誘導等のお手伝いが必要となります。PTAを通

じてボランティアの募集をさせていただきますので、ご協力をお願いいたします。 

ホームページhttp://www.mitaka-schools.jp/nisho-es/index.html 
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★「Hyper-QU」の実施について★ 
 ４～６年生は、１学期に実施した「hyper-QU」を、２学期も実施します。児童に学級についてのアン

ケートをとり、その結果を学級集団づくりや個別指導等に生かしていきます。ご理解とご協力をよろしく

お願いします。  

生活指導部 藤谷謙悟 

タブレットの使用について 

 日頃よりタブレット利用へのご理解とご協力をありがとうございます。家庭学習の際、子どもたちがタブ

レットで調べ学習をすることがあるかと思いますが、検索している内に目的とは違うことを調べていたり、

ゲームをしてみたり・・・ということもあるかと思います。 

 日が暮れるのが早まり、放課後に家庭で過ごす時間帯も長くなる中、タブレットに夢中になり過ぎないよ

うに、また、学習のために利用するように等、ご家庭でも話し合う機会を設けて頂けると嬉しいです。よろ

しくお願い致します。                                      

ICT部 

 

１１月の生活指導目標 
「正しい言葉づかいをしよう」 
 朝の教室で「先生、宿題忘れちゃったぁ」 

職員室のドアをいきなり開けて「○○先生～」 

 子どもたちにはその都度、この言葉の遣い方が正しいのかを考えてもらっています。 

日常の中でも「うざい」「きもい」「やばい」といった言葉で、相手を傷つけ周りを不快にさせる場面が

見られることがあります。 

相手への配慮が足りない言動がもとで、子ども同士でトラブルになることもあります。 

子どもたちには、正しい言葉の遣い方を身に付けてほしいと願っています。 

相手を思いやる優しい言葉、人に元気を与えるような温かい言葉を交わし合えるような、そんな心

地の良い関係を築いていけるように指導をすすめていきます。 
 

１１月は「ふれあい月間」です 
三鷹市では、6月１１月２月を「ふれあい月間（いじめ防止強化月間）」として位置付けています。 

６月に引き続き、いじめ早期発見のための児童へのアンケートを実施します。いやなことをされたり

見たりしたことはないか。困っていることや悩んでいることはないかなどを問うアンケートです。 

また、いじめを未然に防ぐために、道徳の授業や学級活動など、学校生活の様々な場面を通して、

いじめを許さない温かな人間関係づくりのための指導をしていきます。 

お子さんの学校生活についてご心配なことがございましたら、学校へご相談ください。 

保護者の皆様と協力して、子どもたちが充実した楽しい学校生活を送ることができるようすすめて

いきたいと考えています。 

生活指導部 
 

★読書週間について★～読書週間で、読書習慣を～ 
２学期の読書週間は１０月２３日（月）～１１月２日（木）です。読書週間中、朝読書を増やし、本に親

しむ時間をたくさんとっています。また、図書委員会が先生方のおすすめの本や図書館の使い方に

ついてのクイズを作り、全校へ紹介しましました。本に親しみを感じ、新たな 1 冊に出会う機会になれ

ばと考えています。        

生き方・特活部 


